
様式第１（補助事業申込書）

平成 日 月 日

    理  事  長 殿

                              申  込  者   郵便番号
             住    所

            （ふりがな）
             氏    名 実印
             電話番号

手続代行者 住    所

会 社 名
代表者名 代表者印

記

平 成 20 年 月 日
平 成 20 年 月 日

  断熱リフォーム｢窓サッシ｣・｢窓ガラス｣  

  地  域  区  分 地域
  延 べ 床 面 積  ㎡ ［うち改修対象室の床面積： ㎡］
  床    面    積 １Ｆ ㎡、２Ｆ ㎡、３Ｆ ㎡、４Ｆ ㎡
(注) 新築･増築･改築住宅は､｢住宅に係るｴﾈﾙｷﾞｰの使用の合理化に関する建築主の判断基準(平成11年3月30日通商産業省･建設省告示第2号)に準
    じた性能を満たすものであること。

５．補助金交付申請予定額 円（対象費用の１／３）

（手続代行者連絡先）
  担   当   者 （ E-mail: )
  所        属
  電 話  番 号
  Ｆ   Ａ   Ｘ

（添付書類）
  （１）費用明細書
  （２）配置図（設備の設置位置を示すもの）
  （３）設備の仕様書
  （４）平面図（１／１００以上）、立面図（１／１００以上）、断面図（矩計図）

（備考）用紙は日本工業規格Ａ４とし、縦位置とする。

 シ ス テ ム 名
 会    社    名

４ ． 住 宅 の 概 要 （ 既 築 ）

２．工事期間等
工事着工予定日
工事完了予定日

３．導入する住宅高効率エネルギーシステムの名称

ネルギーシステム導入促進事業費補助金（先導的システム支援事業）交付要綱第４条に基づく

１．住宅の所在地 （既築）

  住     所

国庫補助金に係る補助事業の申込みをします。

平 成 ２ ０ 年 度 住 宅 ・ 建 築 物 高 効 率 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 導 入 促 進 補 助 事 業
（ 住 宅 に 係 る も の ） 申 込 書

住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業費補助金（住宅に係るもの）交付
規程第５条第３項の規定に基づき、下記のとおり経済産業省からの住宅・建築物高効率エ

20

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業費補助金は、経済
産業省が定めた住宅・建築物高効率エネルギーシステム導入促進事業費補助金（先導的システム支援事業）交付要綱第４条に
基づく国庫補助金を住宅・建築物に係る高効率エネルギーシステムを住宅・建築物に導入しようとする方に交付するもので
す。

申込者捨印

捨印



実施計画書  （断熱リフォーム）

１．申込者 住  所

氏  名

２．導入システムＮｏ． －

       ・断熱リフォームの対象

      ・住宅延床面積 ㎡

      ・家全体の空調している面積 ㎡

      ・部分改修する床面積 ㎡

      ・住宅所在地域 地域

３．システム導入後の消費エネルギー削減量 ＭＪ／年

    システム導入後の消費エネルギー削減率 ％

    システム導入による費用対効果 円／ＭＪ

    （消費エネルギー削減率算出根拠）

既築住宅の場合、必ず直近１年間のエネルギー使用量を計算してから､消費エネルギー削減率等を計算してください。

１）システム導入後エネルギー削減率
　  公募要領のみなし削減率を使用

２）直近１年間の暖冷房エネルギー使用実績

※①～④の出典
① ③
② ④

３）消費エネルギー量中の暖冷房使用量（改修工事対象とする室を含む全暖冷房室の数値）

４）改修工事対象室のエネルギー使用量の按分

５）改修工事対象室の暖冷房エネルギー消費量とシステム導入後の削減量

〔種別〕 〔使用実績〕 × 〔熱量換算値〕＝ 〔消費エネルギー量〕

① 灯油 0 ｌ × 37.0 MJ/l ＝ ＭＪ

② プロパンガス 0 ｋｇ × 50.0 MJ/kg ＝ ＭＪ

③ 都市ガス 0 ｍ3 × 45.0 MJ/m3 ＝ ＭＪ

④ 電気 0 ｋWｈ × 9.76 MJ/kWh ＝ ＭＪ

合計 MJ（ａ）

0
0
0
0

0

・ 地域 暖房： ％ 冷房： ％

・ 暖房エネルギー使用量 ＝(ａ)× #### ＝ ＭＪ （ｂ）

・ 冷房エネルギー使用量 ＝(ａ)× #### ＝ ＭＪ （ｃ）

・ 暖冷房エネルギー使用量 ＝ （ｂ）＋(ｃ) ＝ ＭＪ （ｄ）0

・ 面積比＝改修工事対象室床面積／暖冷房室全体床面積 ＝

・ 改修工事対象室の暖冷房エネルギー使用量 ＝ × 100 ＝ ％

・ 暖冷房エネルギー消費量  ＝
・ 削減量 ＝

× ＝ ＭＪ

× ＝ ＭＪ



４．断熱リフォームの仕様

①断熱仕様

次世代省エネ基準

への適合確認

屋 根 又 屋 根

は 天 井 天 井

壁

外壁の中間階床 の横架材部分

床 外気に接する床

その他の床

土間床等 外気に接する部分

の外周部 その他の部分

②開口部の断熱・気密仕様

次世代省エネ基準

への適合確認

窓、引き戸及び框ドア

ド   ア

③開口部の日射侵入防止措置

部   位 ガラスの日射侵入率 措   置

窓、引き戸及び框ドア 0.45以下 レースカーテン併用

ド   ア

５．設置される機器の性能値

①エアコンの仕様    （APF：通年消費エネルギー効率）

６．他の補助金への申請状況

必ず記入する事。（重複して補助金を受け取ることはできません。）

７．その他

  当補助事業をどのようにして知りましたか（○はいくつでも可）。

住宅雑誌（雑誌名： ） チラシ 新聞広告 新聞記事

NEDOホームページ 手続き代行者からの紹介 その他（ ）

気密性等級

今回補助対象となるものを、他の補助金に応募（申請）している場合はその申請している補助金の名称を

部   位 種   類 構造又は熱貫流率

台数メーカー名

部  位 断熱材の種類 厚さ(単位㎜)

機種名（型番） APF



添付資料

断熱リフォーム前の消費エネルギー量

申込者 住  所

氏  名

直近１年間のエネルギー使用実績

① ② ③ ④

年 月
灯油
（ｌ）

プロパンガス
（ｋg）

都市ガス
（㎡）

電気
（ｋＷｈ）

合計

※使用エネルギー実績の出展（①～④）

① 灯油（購入実績）

② プロパンガス（ガス会社に確認）

③ 都市ガス（13A）（ガス会社に確認）

④ 電気（電力会社に確認）

期間







（③費用明細書）

補助金申請金額総括表

１．材料費（補助費用対象）

１）内窓 樹脂サッシガラス（開口Ｎｏは必ずご記入ください）

開口No 窓種 Ｗサイズ Ｈサイズ ガラス 金額（円）

※注意：上記符号を図面上に明記し、見積書と図面があわせられるようにしておくこと。

小計 （１） 円

２．工事費（補助費用対象）

１）断熱サッシ設置工事費 人工 円

小計 （２） 円

３．諸経費ほか（補助事業費用対象外）

１）養生費 窓分 円

２）カーテンレール・落下防止パイプ移設取付費 セット分一式 円

３）現場管理費 人工 円

小計 （３） 円

工事費用総額（１．～３．） （１）＋（２）＋（３） 円

消費税 円

合計 （４） 円

内 補助事業対象金額

補助率　１／３ 円


